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冬鳥から夏鳥へ（野鳥の季節変化） 

今年の４月 29 日、青梅市南東部の大荷田丘陵を歩きました。雑木林の木々の若葉が広が

り、フジの花が咲き始め、ウワミズザクラは満開、もう春というよりも初夏の気配が感じ

られました。鳥たちも繁殖期に入り、メジロやシジュウカラの囀
さえず

りが賑やかです。通過し

ていくだけかもしれませんが、オオルリやキビタキなど夏鳥も姿を見せています。そんな

若葉の林にも、マヒワやシメの群れなど、冬鳥の姿もまだ見ることができました。初夏の

林の最後の冬の名残かもしれません。 

大荷田丘陵では４月に入ると夏鳥も渡来し、鳥たちは繁殖期に入ります。同時に４月は、

まだ夏鳥と冬鳥の入れ替わりの時期でもあり、巣作りする鳥や渡りの移動途中の鳥が混在

しています。そこで、大荷田丘陵の平成 17 年(2005)から平成 19 年(2007)にかけての４月、

５月、６月に観察された野鳥を、月別にまとめてみました。 

◆４月 

ﾄﾋﾞ、ｷｼﾞ、ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ｶﾜｾﾐ、ｱｵｹﾞﾗ、ｺｹﾞﾗ、(ﾂﾊﾞﾒ)、(ｲﾜﾂﾊﾞﾒ)、ｷｾｷﾚｲ、ﾊｸｾｷﾚｲ、ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ、

ﾋﾞﾝｽﾞｲ、ﾋﾖﾄﾞﾘ、ﾂｸﾞﾐ、(ﾔﾌﾞｻﾒ)、ｳｸﾞｲｽ、(ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ)、(ｷﾋﾞﾀｷ)、(ｵｵﾙﾘ)、ｴﾅｶﾞ、ﾔﾏｶﾞﾗ、

ｼｼﾞｭｳｶﾗ、ﾒｼﾞﾛ、ﾎｵｼﾞﾛ、ｱｵｼﾞ、ｶﾜﾗﾋﾜ、ﾏﾋﾜ、ｲｶﾙ、ｼﾒ、ｽｽﾞﾒ、ｶｹｽ、ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ、ｺｼﾞｭｹｲ、ｶﾞ

ﾋﾞﾁｮｳ 34 種 

◆５月 

ｶﾙｶﾞﾓ、ﾄﾋﾞ、ｷｼﾞ、ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ｱｵﾊﾞﾄ、(ﾂﾂﾄﾞﾘ)、(ﾎﾄﾄｷﾞｽ)、ｶﾜｾﾐ、ｱｵｹﾞﾗ、ｺｹﾞﾗ、(ﾂﾊﾞﾒ)、(ｲ

ﾜﾂﾊﾞﾒ)、ｷｾｷﾚｲ、(ｻﾝｼｮｳｸｲ)、ﾋﾖﾄﾞﾘ、ﾄﾗﾂｸﾞﾐ、(ﾔﾌﾞｻﾒ)、ｳｸﾞｲｽ、(ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ)、(ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ)、



(ｷﾋﾞﾀｷ)、ｴﾅｶﾞ、ﾔﾏｶﾞﾗ、ｼｼﾞｭｶﾗ、ﾒｼﾞﾛ、ﾎｵｼﾞﾛ、ｶﾜﾗﾋﾜ、ｲｶﾙ、ｽｽﾞﾒ、ﾑｸﾄﾞﾘ、ｶｹｽ、ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞ

ﾗｽ、ｺｼﾞｭｹｲ、ｶﾞﾐﾁｮｳ    34 種 

◆６月 

ｺﾞｲｻｷﾞ、ｶﾙｶﾞﾓ、ﾄﾋﾞ、ｷｼﾞ、ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ｱｵﾊﾞﾄ、ｱｵｹﾞﾗ、ｺｹﾞﾗ、(ﾂﾊﾞﾒ)、ｷｾｷﾚｲ、ﾊｸｾｷﾚｲ、ｾｸﾞﾛ

ｾｷﾚｲ、(ｻﾝｼｮｳｸｲ)、ﾋﾖﾄﾞﾘ、(ﾔﾌﾞｻﾒ)、ｳｸﾞｲｽ、(ｷﾋﾞﾀｷ)、(ｵｵﾙﾘ)、(ｻﾝｺｳﾁｮｳ)、ｴﾅｶﾞ、ﾔﾏｶﾞﾗ、

ｼｼﾞｭｳｶﾗ、ﾒｼﾞﾛ、ﾎｵｼﾞﾛ、ｶﾜﾗﾋﾜ、ｲｶﾙ、ｽｽﾞﾒ、ｶｹｽ、ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ、ｺｼﾞｭｹｲ、ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ  31 種 

※平成 17 年(2005)から平成 19 年(2007)の４月、５月、６月の確認鳥種リスト(大荷田) 

※   ：冬鳥、（  ）：夏鳥または夏鳥的通過鳥（冬鳥、夏鳥は大荷田を基準） 

※コジュケイ、ガビチョウは外来種 

４月は、冬鳥と夏鳥がまだ混在しています。５月に入ると冬鳥は見られなくなりますが、

メボソムシクイのように、亜高山帯（奥多摩ではほぼ標高 1700ｍ以上の山）で繁殖する鳥

が通過していくことがあります。大荷田での繁殖期は、４月から７月上旬にかけてですが、

生息する鳥の種類が一斉に入れ替わるというわけではありません。 

（文責 櫻岡 幸治） 


